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ら
野
口
で
は
瀬
水

Zは
じ
め
・
五
大
な
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
。

十
一
号
が
上
陵
す
る
気
配
が
滋
く
な
り
一

O
午
前
八
時
の
台
風
-
一
ユ
!
ス
を
メ
ロ
一
を
入
れ
る

;

U
防
が
え
ぐ
ら
れ
て
き
た
と
い
う
連
同
一
と
の
連
絡
あ
打
ワ
1
0
5
4
や
芯
れ
一
そ
こ
で
水
防
訓
練
は
必
要
で
、
災
害
が

.
2
0
停
電
の
た
め
携
帯
フ
ジ
ォ
を

o喜
一

言

霊

?
F患
に
唱
が
あ
り
、
資
材
を
送
り
、
第
ご
分
日
一
心
。
思
は
ず
実

Zき
だ
っ
た
と
あ
っ
た
警
は
消
防
団
長
も
重
要
な

借
り
て
く
る

O

L

械
れ
之
い
る
か
ら
積
土
俵
を
始
め
る
一
員
一
一

O
名
が
応
援
に
か
け
つ
け
る
ニ

ρ
う
た
め
鼠
が
も
l
i
-
-
o
一
作
業
を
う
け
も
つ
の
で
、
と
く
に
県
の

O
八
時
十
分
海
岸
の
西
防
波
書
近
か
ら
資
材
を
送
る
よ
う
連
絡
あ
り
ま
!
1
!
l
i
l
i
-
-
f
l
i
-
-
1
1
1
〉

7
の
み
ち
の
権
威
者
を
委
嘱
し
訓
練
を

。

期

間

一

六

一

一

れ

し

い

ち

一

1
1一
一

一

一

円

以

水

防

訓

練

、

実

施

さ

れ

る

事

…

…

器

開

引

い

即

時

弓

当

日

五

o暢
お

行

T雨
も
ま
に
弱

ι

一

割

ー

岡

剛

樹

附

d
l一
哀

れ

錯

誤

建

材

れ

は

な

一

骨

三

回

に

入

っ

た

ら

し

い

・

。

一

f

l

i

1

1

1

1

i

l

i

l

i

1

1

1

1

一

一

と

が

で

き

ま

し

た

。

。

一

日

1
1
4
明

者

諮

問

叫

訪

日

刊

誌

は

弓

一

川

崎

線

川

市

調

鱒

三

つ

担

問

一

説

明

。
八
時
三
十
分
水
戸
土
木
事
務
所
か
一
…
い
警
報
解
除
の
寵
話
が
入
る
。
ヰ
十
一
一
号
、
そ
し
て
二
十
一
主
主
に

EWEr--Jハ
ぺ
総
麟
鱒
灘
離
し
た
。
こ
の
こ
ろ
風
雨
が
は
げ
し

ら
河
野
ヱ
務
課
長
ほ
か
係
の
人
民
鴨
川
の
F

か
け
足
台
風
グ
で
あ
っ
た
一
上
陸
し
ま
し
た
o
十
一
号
台
風
が
き
た
一
三
町
議
一
一
一
一
一
一
二
~
鱗
錦
繍
瀦
く
ま
る
で
台
風
下
に
行
な
は
れ
て

援
に
き
て
く
れ
る
宅
。
押
拘
札
大
洗
町
は
ま
だ
満
謹
由
潮
塑
概
開
叫
時
時
の
高
扇
吋
糊

O出れ
時
位
計
岬
日
位
号
r紅む肘咋?立吻〆号詰大弘詰持諸詩詩柑碍持詩
M問
鵠

器

M斜説
説
岬
問
控
詰

U院島吋路問

4苛令官恥斡信日此仙
2とぷ初
鼓
鰍
献
臥
詰

M
M
臼
川
沌
立
刈
沼
立
立
川ι拝旨じ腎苫
z
灯日詰持円持持詰柑問詔諸

M持持
吋
問
坊
時
川
ぽ
弓
守

M
冗守効ヨ三7
ぷ
主
?
な
?
く
決
護

F1
嬢空よしよ4£
拡

川

奴

m…;一一いJ一いJγJ一繍鱒
麟

盤

鶴

灯

μ
語
れ
詩
碍
諸
詩
枇

u
h
u
v
c
m

マョa号
争

事

S
A警
，
急
・
§
，
幸
喜
e

さ・

3
・
き
・
主
a
寺
"
寺
会
'A

域密諮問山リ
fjj麟
機
鑓
鱗
機
騒
い
て
一
一
一
人
が
か
り
で
一
、
ご
、
=
一

甘
い
う
一
般
の
観
測
で
あ
っ
た
」
一
出
荷
が
築
地
市
場
を
賑
は
し
て
い
る

PEw-脳機
鱗

畿

で

す

ぽ

っ

と

斜

に

切

れ

る

見

事

な

唱
も
疑
問
に
思
っ
て
い
た
o
然
し
一
と
は
全
く
う
れ
し
い
o
考
へ
て
見
る
と
一
挙

'uyjv鞠
議
織
問
騨
韓
鞠
織
機
離
も
の
で
し
た
。
こ
の
竹
や
俵
、
む

ホ
く
や
っ
て
昆
ょ
う
と
い
う
事
に
一
大
洗
は
太
平
洋
と
那
珂
川
と
制
沼
川
己
7

と…

wmMIM--J総
額
議
議
欝
議
し
ろ
な
ど
が
重
要
な
役
闘
を
す
る

、
話
験
的
に
姻
っ
て
い
る
中
、
こ
一
包
閉
さ
れ
、
特
に
水
と
の
関
係
が
深
い
一
付
与
が
が
機
脳
鱗
議
機
騒
織
機
騒
わ
け
で
す
o
訓
練
を
え
け
た
防
止

七
千
石
の
水
脈
に
ぶ
つ
つ
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
海
の
万
で
も
川
の
万
で
一
心
沿
い
…
%
引
い
轍
鱗
鱒
機
鱗
機
織
麟
機
工
法
に
は
た
く
さ
ん
の
鐙
類
が
あ

w

あ
る
o
こ
れ
で
大
賞
時
代
か
ら
悩
一
も
危
機
一
歩
手
前
で
大
室
長
い
止
一
い
い
古
紙
数
麟
闘
機
機
関
盤
機
機
織
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
三
を

糧
で
あ
っ
た
ブ
I
ル
の
水
も
解
基
め
た
事
は
、
町
全
体
の
努
力
の
賜
で
ム
い

γ畿
鱗
繍
麟
欄
輔
鱗
隅
鱗
繍
鞠
麟
機
畿
参
考
ま
で
に
紹
介
し
ま
L
ょ
う
。

喜
一
の
夏
か
ら
は
満
々
と
透
き
通
っ
て
、
運
ー
も
よ
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
…
一
冷
静
議
灘
鶴
轍
鱗
麟
鱗
機
灘
線
機
こ
の
方
法
は
川
う
ら
の
漏
水
を
穏

一
う
な
水
が
一
杯
に
た
え
ら
れ
、
一
い
そ
こ
れ
が
真
剣
な
町
政
と
い
う
?
ヲ
機
器
思
議
撃
議
き
上
げ
て
圧
力
を
弱
め
る
。

海
水
路
客
に
悦
ば
れ
、
英
の
他
の
一
の
だ
ろ
う
と
思
う
o
一
《
小
麟
翻
機
齢
麟
機
織
機
機
織
鰍
鱗
機
織
機
機
醐

は
防
火
用
水
と
し
て
、
役
立
つ

4
7
3大
き
な
課
題
と
し
て
、
直
l
i
t
i
-
-

ハ
は
崎
直
ぽ
i

l

i

l

i

-

-

m紅
白

十

四

十

年

振

り

の

古

庁

内

山

目

立

十

日

記

沼

沼

川

沿

岸

の

護

岸

工

事

筈

で

、

植

付

け

の

水

を

引

く

た

め

一

を

確

保

し

て

払

張

せ

な

け

れ

ば

、

ど

〉

フ

豆

一

マ

聞
の
応
援
で
渡
一
則
作
戦
を
立
て
湖
一
こ
も
な
ら
ん
紋
態
に
追
ら
れ
て
い
る
し
一

E
h芝
晴

、

4

1り
¥
ノ

Fv

対
岸
島
地
区
よ
り
ホ
i
ス
を
小
官
漸
く
調
査
関
始
の
段
階
に
迄
来
た

L

Z

錆

一

一

C
C万
つ
く

べ

、

徹

育

水

引

を

や

っ

て

危

機

を

一

笑

の

大

洗

外

泡

で

は

、

こ

れ

宣

っ

て

一

句

(

(

"

J

抜
け
た
苦
忘
れ
難
い
o
そ
の
止
そ
の
た
め
に
失
敗
し
た
謀
議
官

τる
七
月
下
旬
来
機
し
た
十
一
号
豆
町
?
は
、
国
と
県
に
対
し
、
こ
の
奈

川
日
制
同
一
訪
日
吋
誠
一
…
一
計
一
一
一
は
け
い
凶
口
刊
誌
け
巾
4

1
、
各
地
に
相
当
々
警

Z
与
へ
ま
し
を
訴
へ
こ
れ
ら
の
災
害
を
防
止
す
る
護

加

諸

島

誌

な

す

詩

話

誤

認

口

下

山

目

前

川

町

村

且

ゴ

刊

誌

閥

抗

日

刊

誌

か
わ
最
近
特
に
難
し
い
と
思
引

ι一
恥
て
を
や
で
あ
る
o
i
一
の
浸
触
等
予
銀
以
上
の
御
山
習
を
受
け
ム
県
で
一
、
一

O
O万
円
の
費
用
を
負
担

、
大
洗
町
議
長
っ
た
高
で
人
体
の
八
割
が
水
で
る
あ
と
い
う
街
A

叩

一

し

た

。

一

し

、

著

書

全

地

区

を

、

コ

ン

ク

リ

ら
し
い
ケ
ー
ス
?
の
る
o
活
魚
の
的
な
私
達
に
と
っ
て
、
特
に
水
と
総
の
予
ぃ
消
防
一
回
、
地
一
克
の
人
述
の
不
眠
五
i
ト
の
護
岸
を
築
き
浸
触
を
肪
ぐ
こ
と

設
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
陸
地
へ
深
い
大
洗
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
尚
一
一
体
の
努
力
の
お
践
で
、
被
答
を
最
少
照
一
に
な
り
ま
し
た
。

、
称
す
る
プ
1
2
作
。
、
こ
れ
周
私
速
は
水
を
征
限
す
る
と
い
う
様
な
で
度
じ
喰
止
め
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た

O毎
年
来
襲
す
る
台
風
に
も
、
こ
れ
が
尚

一

出

問

中

引

い

中

一

一

問

問

中

市

出

…

…

…

可

雨

期

川

町

一

山

サ

山

叫

ん

九

一

一

ト

日

計

十

時

時

た
り
、
大
変
な
詑
労
だ
ハ
レ
た
。
す

___.，‘ 

号
に
い
ど
む

十

イ
ダ
天
台
風
一

(2) 

録

躍

記

活

の

昭和33年9月25日いら
官
z
a
E帽

a'ユ
-
冒
，

aE官
T-zz--a-z-rzzf-a-ZE---'
・=τ-aZ町
田
幡
，
ユ
宮
古

a・2ヨ
・
忌
盟
主

昭
和
コ
干
三
年
七
月
一
子
三
伺
朝
、
怠
二
宮
町
歩
の
水
田
を
守
る
た
め
に
兄
が
最
も
困
っ
て
レ
る
こ
と
は
、
第
三
一
て
も
相
当
量
の
水
源
を
確
保
す
る
吐
い

風
主
ー
一
号
が
関
東
地
方
に
近
づ
き
つ
ず
現
場
に
急
行
す
る
。
風
が
強
い
o
延
々
一
中
学
貧
海
中
学
)
で
井
戸
生
刷
っ
た
一
つ
曜
が
前
一
議
条
件
を
な
し
て
い
丈
ι

よ
る
と
い
ふ
ラ
ジ
オ
の
予
報
で
、
災
一
一
一
一
キ
ロ
に
及
ぶ
堤
防
を
単
品
沼
の
水
一
が
水
が
出
な
い
た
め
、
誌
が
数
年
間
一
の
た
め
深
芸
名
ろ
う
と
い
う
結

害
対
策
本
部
開
設
の
緊
急
命
令
自
し
一
勢
は
警
く
、
当
っ
て
砕
け
る
飛
沫
は
玉
万
へ
水
汲
み
に
行
か
ね
ば
な
ら
ず
、
一
を
出
し
て
レ
た
が
、
万
一
失
敗
し
た

間
置
に
就
い
て
お
っ
た
が
、
正
午
一
昼
夜
自
に
も
白
く
、
ま
る
で
海
と
全
じ
だ
一
何
と
か
解
決
出
来
な
い
か
と
い
う
宅
一
容
易
で
は
な
い
、
経
費
も
相
当
で

雨
は
か
な
り
強
く
な
り
、
西
防
波
堤
附
一
水
位
い
か
刻
勺
上
る
o
直
ち
に
資
材
の
手
一
あ
っ
た
o
私
ー
を
)
れ
が
解
決
は
容
易
で
す
叫
ん
l
、
怯
震
に
や
ら
ね
ば
な
ら
ん

近
に
高
潮
の
危
険
を
感
じ
出
し
た
o
E
と
人
員
の
堅
苦
決
定
各
自
部
署
に
す
な
い
と
思
っ
た
が
、
思
ν
切
っ
て
や
す
い
、
こ
れ
歪
霊
探
知
機
で
調
査

西
防
波
堤
か
ら
以
南
六
O
O米
位
の
海
正
く
o
本
部
に
帰
り
県
と
連
絡
を
と
っ
一
っ
て
見
る
事
に
し
、
議
会
を
聞
い
て
え
し
、
亦
愈
に
は
念
を
入
れ
て
試
験
堀

控
酬
は
、
昨
年
一
議
に
や
ら
れ
、
消
仲
切
た
結
…
来
、
那
珂
川
上
一
流
の
増
水
状
況
か
一
算
を
計
と
し
、
団
派
か
ら
電
波
探
知
機

L
ぞ
っ
た
o
そ
の
結
果
樹
水
量
一
昼
夜

間
を
初
め
自
衛
隊
の
出
動
宏
知
事
に
劃
一
ら
、
千
柘
の
危
機
が
午
前
一
二
時
最
高
と
石
り
て
水
源
の
調
誼
宇
し
て
貰
っ
た
。
一
千
石
と
判
り
、
昭
和
三
十
一
年
度
茨

請
し
口
、
危
機
一
発
で
喰
い
止
め
た
筒
否
定
、
全
力
を
現
場
に
投
入
す
る
o
緊
一
そ
の
結
果
有
望
簡
前
一
一
三
附
を
選
定
し
一
号
初
め
て
の
水
中
ポ
ン
プ
を
採
り

題
の
億
所
で
あ
る
。
そ
の
た
め
災
害
復
古
奴
の
数
刻
、
午
前
二
時
突
如
大
賞
土
地
ニ
;
i
i害
:
E
E
1
害。
E・
E

・
-
z
f
a
i
!な
=
Z
E
-
-
5
1毒
2
量

E
E
-
-
T
i
z
d

旧
と
ゅ
う
事
で
、
国
の
予
算
を
と
っ
て
言
帆
良
区
よ
り
急
便
米
り
『
大
排
水
路
よ
4
v
l
:

貰
い
、
現
在
基
礎
工
事
を
継
続
し
て
比
り
湖
沼
の
水
が
冠
水
初
め
た
の
で
豆
『
山
込
ア
場
時

1

p

a

町

政

一

る
の
だ
が
、
一
部
未
完
成
の
た
め
、
基
応
援
長
む
』
と
号
室
地
区
の
お
炉
品

g
ヲ
ル
'
河
内
V

司
《
ド
食
己

か
ら
も
早
速
課
長
初
め
係
官
が
馳
け
つ
十
問
分
間
長
に
出
動
方
を
要
請
、
人
公
時
に
寸
伽
寸
ノ
p
f
M
J
4
1
副
将
軍
罰
則
叩

け
て
く
れ
た
。
消
防
団
幹
部
長
え
て
資
材
の
誌
を
す
る
午
前
一
二
時
向
五
団
!
i
l
-
-
i
L
i
l
l
i
-
-
1
1
1
1

哨

対

策

検

討

の

結

果

、

夜

九

時

頃

が

満

潮

地

区

よ

り

亦

急

哨

あ

い

い

、

開

拓

一

凶

の

同

一

一

町

長

加

藤

清

岬

で
危
険
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
早
速
泊
一
防
を
乗
り
こ
え

F
ノ
、
住
宅

i
L
州

一

白

防
筒
の
手
を
以
て
土
俵
を
積
み
、
備
え
一
の
た
め
教
援
頼
む
と
即
時
消
防
は
の
手
一
?
!
号
室
E
I
-
-
?
E
・
I
・
-
-
r
2
1
2
0
E
z
z
-
a
z
-
i
z
-
-
2
7
2
1
号
車
Z
E
E
-
τ
・
&
舗

を
国
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
配
ど
資
材
の
熔
隙
ψ

し

て

、

本

部

員

よ

'

明

出
動
員
一

O
O名
、
二
時
間
余

JHi現
場
に
急
行
さ
せ
る
o
そ
れ
か
品
も
英
の
士

~wへ
六
十
五
尺
測
っ
て
水
一
れ
て
工
事
を
完
了
し
た
。
本

成
、
団
結
の
強
さ
と
機
幼
カ
を
讃
え
い
が
一
な
く
坂
本
塁
と
共
に
現
場
に
着
い
た
脈
に
守
、
直
ぐ
校
内
へ
室
町
。
一
抜
で
は
予
態
以
上
の
効
果
を

抑

制

軒

下

町

山

旦

昨

日

立

記

長

官

民

域

1
7り
に

も
J
一

五

税

制

時

枝

来
た
の
で
あ
る
o
広
浦
干
拓
の
堤
防
川
一
去
を
は
し
た
甲
斐
あ
り
、
前
¥
位
機
一
次
い
で
み
問
?
叩
心

U
Y
M
はり一

務

訪

日

日

日

制

九

一

れ

泣

い

品

川

崎

忠

岩

山

川

市

町

立

プ

ー

九

水

一

一

一

一

一

一

一

旭

川

間

同

日

開

品

創

刊

Eur一
切
開
控
訴
討
が
区
が
分
村
十
者
は
?
の
懸
案
、
、
あ
っ
允
大
震
へ
一
が
、
こ
主
ど
う
し
て
も
一
一

た
符
は
制
沼
の
氷
位
も
平
常
と
変
り
心
併
し
た
当
時
、
先
づ
最
初
に
-
げ
た
十
君
主
水
噌
吋
塁
側
や
縫
う
る
必
袋
に
迫
r
t

な
い
の
で
安
心
し
切
っ

あ主タお第14号
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化ン言まるれ{iiJ
にクめ大、は
多りる切そ
大 1 となの叉
のトこも地化
予やろの域の
き草 -rででのパ
をスすあ産口

精しにこ何i変
神、狭の r，;，iJ磁
の腎備会力会
泌壮しは会社
主主年 、UfJーがな
さとの;a内結合
l主主立j業を成め
か労仮定さて
る、 l興るれ
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木
年
初
め
て
県
下
社
会
教
育
慌
附
刊
を
阿

る
た
め
全
市
川
村
に
一
旦
り
、
単
位
付
金

教
育
研
究
集
会
在
、
更
に
地
区
の
州
市
会
一

日
以
後
に
十
二
月
一
二
三
日
中
央
集
会
々
一

計
似
し
て
、
総
合
的
に
研
究
協
議

fhu一
芳
三
分
朴
会

こ
と
に
な
り
、
当
川
で
も
、
県
社
会
教
一
小
明
同
学
習
仁
つ
い
r

、

育
課
主
一
引
平
氏
六
郎
先
生
指
市
川
の
ド
に
一
司
会
古

九
パ
十
七
日
大
賞
小
学
校

7-m似
し
ま
一
助
-
一
一
一
回
訂

し
た
o

一

木
町
内
社
会
救
引
け
関
係
川
休
桃
山
が
主
一
引

似
し
、
一
切
の
、
滋
営

Jr自
治
的
に
行
う
一

こ
と
が
こ
の
研
究
会
の
特
色
で
あ
り
ま
一
芳
内
分
科
会

。
」

9ま
づ
九
月
十
三
日
教
育
委
員
、
問
一
一

公
民
館
運
品
問
権
議
議
員
学
校
長
聞

各
伎
の
合
同
協
議
会
を
聞
き
左
同

記
事
項
を
決
定
し
ま
し
た
。
明
r

研
究
、
玉
川
山
川
此
ぴ
分
科
会
の
持
ち
仰

万
に
つ
い
て

芳
一
分
利
会

道
徳
救
九
け
に
う
い
て

司

会

者

間

的

竜

太

助
一
一
一
一
口
す
後
版
文

関
山
川
ま
さ
い

記

録

大

場

積
中

村

敏

子

芳
三
分
科
会

青
少
年
の
健
全
な
訂
成

司
会
者
制
限
淵
俊
子

公三~.

Ji'; ]，令
官11分
の午、ト
_1_ L"-.. 
ノ¥ 三之

助討LWと
言会化
行行十二
-_， 

平?弓 iだ了守宮脅し、
日本オミ JJJ!法て..白 J

丘jf:'(J二
IIーす日日間!

ム，

パ l~

録

育イ11'，/.，小

111{， f，告別
し、存JIIi 'f{ 
t， ，-.j:/.i夫

l功

お録

今)!ff悶鈴f.I:¥
泉広f山本 rrl

文不11姉i)t'1
子犬山 kif1[. 

社芳
会プf
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らあお

道
路
整
備
協
力
会

活
動
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町発展の
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標
設
の
給
付

療

養

資

払

込
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洛

例
年
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
一
た
す
け
あ
い
の
精
神
を
高
め
す
べ
て
の

り
ま
す
赤
い
羽
根
の
募
金
運
動
の
時
間
一
国
民
が
進
ん
で
出
し
合
う
寄
附
金
を
各

と
な
り
ま
し
た
、
こ
こ
で
皆
織
と
共
に
一
穣
の
民
間
社
会
福
社
事
業
(
私
丸
の
設

共
同
募
金
運
動
の
趣
旨
に
つ
い
て
認
識
一
老
院
、
乳
児
院
、
保
育
関
、
そ
の
他
)

を
新
に
し
当
町
に
割
当
ら
れ
た
目
標
の
一
に
計
磁
的
合
理
的
に
配
分
し
て
そ
の
向

完
遂
に
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

τ発
山
を
は
か
り
、
に
れ
を
過
し

1
A一
身
、

p

e

去
る
七
日
、
ヴ
エ
ニ
ス
の
枚
一
川
祭
で
日
一
野
諜

で
は
共
同
事
金
巡
動
一
会
活
仰
の
推
進
に
空
J

し
よ
う
と
す
く
一
ぞ
し
、
ー
と
一
吉
田
っ
て
い
る
中
に
、
秋
の
一
夏
の
お
守
ο
ん
合
せ
て
七
十
T
q
、

gu一
本
か
ら
出
品
し
た
府
主
映
阿
哀
れ
に
ム
野
菜
ネ
ギ
は
、
十
四
J
十
五
度
(
樹
氏

本
阿
部
市
計
雨
量
一
若
手
と
し
て
、

1
!
日

目

長

れ

ま

に

叩

時

間

刊

日

計

一

時

引

い

mhr訂
正

尋

問

れ

M
U
M
-怖を
問

先

立

い

い

わ

h
山

口

品

川

町

出

引

け

れ

大
洗
神
社
境
内
地
の
コ
一
万
坪
に
あ
た
る
一
ょ
)
世
の
中
の
不
幸
を
な
一
十
一
日
ま
で
オ
会
の
方
々
の
協
力
刊
一

1
旬
の
不
附
な
気
伎
は
、
八
月
に
一
で
あ
り
れ
し
バ

r
pれ
け
ア
斗
と
し
て
金
獅
子
の
食

F別
れ
印
字
入
れ
の
う
え
で
最
も
た
い
せ
つ
な
作

河

地

開

発

計

画

が

本

ぎ

ま

り

に

な

っ

一

札

鵠

科

技

い

ハ

一

恥

創

刊

訂

正

品

目

」

J
h
J
札

口

川

ト

同

日

開

明

日

立

諮

問

削

即

日

γ
噌

刊

誌

ド

一

プ

リ

の

グ

ラ

ト

計

七

一

日

ぃ

詩

告

白

川

町

一

日

日

日

目

一

」

同

日

目

止

し

い

お

日

目

山

廿

古

川

H
J
4
4
f附
則

的

崎

町

控

訴

4
M
M昨
日

明

日

託

料

出

07R11と
い

う

乱

留

し

記

長

打

で

土

寄

せ

一

け

仰

は

れ

寸

前

品

印

刷

辻

角

鴇

訂

正

日

刊

一

同

岬

川

県

1
1
J
1
1
J
Z山
市

川

判

明

書

比

例

目

軒

目

立

花

ヰ

ン

一

時

現

…

川

市

計

官

川

出

品

川

μ
U月

一
台
需
等
の
附
随
設
備
の
新
設
が

i
協

F
Y
と

め

で

九

す

ま

し

」

一

こ

の

こ

と

は

、

f
:じ〉
JL予
…
持
議
一
に
な
っ
て
大
ム
刊
に
ゆ
こ
ろ
に
は
ア
ブ
ラ

ず
れ
が
日
開
発
は
磁
で
名
所
は

L
で

時

計

旧

日

主

基

本

選

挙

人

名

簿

作

成

始

ま

る

一

対

日

仏

出

川

7
rヒ
H
1
J
¥と
り

か

日

一

同

日

比

一

日

制

即

日

日

五

九

時

共

計

五

ぷ

翌

一

員

一

が

皆

さ

ん

の

お

宅

を

一

吋

訓

告

白

川

訟

は

す

河

川

刊

誌

即

日

い

止

即

日

日

誌

古

川

一

時

時

計

れ

れ

同

州

斗

一

棋

院

は

目

的

4

E
関

し

て

回

遊

し

て

い

ま

す

一

尻

町

中

川

町

四

部

品

付

刊

行

」

計

一

7
U
わ

れ

れ

市

町

抑

制

向

日

昨

日

日

什

洋

バ

ド

一

即

引

訂

川

古

河

品

目

立

計

ギ

門

官

味

d
心

船

日

U
Hげ

yv鮮札航
ト
明

ω市
九

根

野

引

一

吉

得

治

訪

れ

恥

mm川
町
山
れ
川

一
が
去
を
刈
る
住
み
よ
い
も
の
に
斗
で
す
o

で

は

塁

権

は

ど

う

し

て

工

『

芸

j
釘
出
制
上
る
ま
で
』
一

f

仔

る

ヂ

い

早

く

産

準

備

し

て

お

き

ま

し

く

予

助

活

射

器

一

る

事

担

ブ

す

〈

き

て

あ

ま

し

よ

じ

れ

る

か

と

出

し

ま

す

と

選

挙

人

語

に

一

こ

の

名

神

合

作

成

す

る

た

め

役

議

員

一

ょ

う

ま

た

、

上

中

旬

に

は

野

菜

不

足

一
一
一
の
あ
る

J

J日
J
J

比
一
一
一
一
一
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
選
挙
権
は
あ
り
ょ
が

J
J官
区

与

制

し

て

一

戸

一

「

の

時

期

に

出

に

出

荷

の

で

き

る

二

年

し

よ

う

一

b
諮
問
」
o
そ
こ
で
社
会
ム
判

μ
M仰
山

m
M
H
M
M
M川
口

川

川

一

弓

引

刊

行

日

当

り

ま

し

て

も

ら

子

大

根

の

ま

ぎ

と

き

で

す

。

一
に
つ
い
て
の
国
民
の
型
肝
長
く
し
、
一
選
挙
と
云
う
時
に
選
挙
合
す
円
φ

こ
と
が
一
『
名
簿
を
純
子
長
し
よ
う
』

七
月
項
か
ら
近
村
各
所
一
動
物
を
近
寄
ら
せ
な
い
よ
う
に
し

L
e
h
-
-
1
=
E
L
m
-
i
m
-
-

一
で
き
な
い
の
で
す
o

一
こ
の
税
交
が
終
る
と
、
こ
れ
を
名
殉
書

に
発
生
し
て
い
た
豚
コ
一
し
よ
う
o

一
一
生
懸
命
守
っ
て
い
ま
す
o

し
か
し
忍
翌
年
九
月
十
五
日
現
有
で
舟
製
さ
れ
る
一
主
将
え
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日
間
役

レ
?
を
、
当
町
に
は
浸
一

3
、
時
仰
が
食
ぺ
な
く
な
っ
た
り
、
発
熱
一
ろ
し
い
コ
レ
ラ
の
た
め
皆
さ
ん
が
、
旦
濯
一
学
祭
人
名
柿
縛
悶
在
主
廿
基
華
捗
控
中
木4
巡望叫却守4守
iλ八
名
刊
仰
川
と
称
五
一
五
川
場
仰
に
於
て
皆
さ
ん
の
従
昨
覧
凡
に
主
供
八
仁
し
ま
す

入
さ
せ
ま
い
と
消
盟
市
存
翠
坤
話
叫
楽
主
栄
半
一
し
て
異
状
を
認
認
J

め
め
た
と
き
は
、
早
く
ム
一
愛
が
引
て
由
脊
河
て
L

来
た
豚
呼
ふ

の
川
似
塑
刷
犯
十
布
作
、
予
附
紡
川
注
射
の
の
一
一
役
批
場
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